
（別紙３）

～ 2025年　2月　28日

（対象者数） 34 （回答者数） 19

～ 2025年　2月　15日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

現在の支援を継続しつつ、より高い専門性を目指す

スタッフの統一した支援が行える様に継続した研修を

実施していく

2

見通しが立つようスケジュールの管理や提示を行うこ

とで、より児童にとって分かりやすい環境になる様に

環境を設定します

3
支援を継続して行う中で、保護者との信頼関係がより

良い物になる様にします

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保護者が確認しやすい形（掲示・配布・HP掲載など）

での情報提供が必要

2
保護者やきょうだいが参加しやすい企画の頻度・内容

を工夫する

3

○事業所名 しんがくどう宮崎

○保護者評価実施期間
2025年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

2025年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

情報周知の工夫（特にマニュアルや安全対策） 保護者への周知不足が課題

家族・きょうだい支援の機会が限定的

保護者会などは実施しているが全員が参加できるもので

もない

イベントなどにきょうだい児が参加する事はあるが人数

は少ない

子どもの特性に応じた支援と職員の専門性

個別支援計画に沿った支援や、子どもの成長に応じた活

動内容を実践している

専門スタッフが、検証を行いながら支援にあたっている

こどもが安心して楽しく通えている環境

広い活動スペースの確保

療育環境を整える

子ども一人ひとりに合わせた環境調整を行う

丁寧な説明と保護者への対応

利用前・利用中の丁寧な説明

支援内容の明確化

定期的な面談の実施

事業所における自己評価総括表公表


